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騰
お
け
る
高
温
強
度
の
研
究調
査と
米
国

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
で
の
高温
強度
、
金
属

材
料
国
際
会
議
出
席
のた
め
米
国
、
連

合
王
国
、
西
独
へ、
(38
・1
・10
～

38
・3
・10
)
出畏
尚
明
(理
学
部
助

教授
)
「数学
の
研
究
と
講
輔
の
た
め

ア
メリ
カ
合
衆
国
へ」
(38
・1
・10

～
38
・7
・20
)
湯
川
秀
樹
(基
研教

授
「琉
球
大
学
に
お
け
る
運
論
物
理
学

の
研
究
状
況
調
査
と
沖
縄教
職
員
会
第

○
次
教
育
研
究
中
央集
会出
席
のた
め

沖
縄
へ
」
(38
・1
・17～
38
・1
・

20
)
石
原
女雄
(防
災
研
教
授
)
「水

理
学
の
調
査
研
究
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
開
か
れ
る
水
理
学
及
び
流
体
力
学

に
関
す
る
会
議
に
出
席
の
た
め
、
タイ

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
、
オ
ー
ス
トラ
リ
ア

諸
国
へ」
(37
・11
・23
5
37
・犯
・

30
)

腰 案rr闘 昭和37年(1962年)禦2月17日(飼 罐日)
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大
生
二、
=
九
人
誕
生
。
初
め
て
新
入
生

二
手人
を
越
す
。
◇
二
十
七
日
同
学
会
委員

長
新開
純
也
君
の
第
一回
公
判
。
◇
二
十

七
、
ハ日
工
萎
賢
穣
盛
川入
試
.

◇

◇

◇
十
一日
今
年
度
入
学
式
叢行

四
月

さ
る
。
♀

百
府
学
讃
央

◇

◇

執
行
委
員
会
で
春
の
闘
争
万針

決
定
。委
員
長
代
理
に
滴
田
祐
一郎
書
(京

大
法
三)
を
選
出
。
◇
職
組
畔
年
度
の
中央

委
員
改
選
。
委
員
長
に
渡
辺
徹
人
文
研
助
教

授
を
選
出
.
◇
七
日
春
季
関
西
六
大
学
野球

り
ー
グ
戦
開
幕
。
◇
河
上雛
博
士
の十
七
回

思
行
な
わ
る
。
◇
十
三
日
ア
メ
リ
カ研
。立

学
部
共
催
で
グ
ー
ト
リ
ッ
チ
博士
(国
際
キ

リ
ス
ト
教
大
客
員
教
授
)を
招
い
て
講
演
会
。

◇
法
、
医
編
入
試
終
る
。
◇十
て日
同
学
会

第
三何
代
議
員
会
「米
ソ
核冥
験
反
対
」
な

ど
決
め
る
。
◇
理
髪
昂
分
厩
決定
◇
新
開
同

学
会
委
員
畏
の第
二回
公
判
.
◇
二
十
六
日

府
学
連
統
一行
助
日
。
米
ソ
核
笑
験
に
抗
蹟

し
て
窟
大
か
ら
千
人
集
ま
る
。
◇
東
爾
ア
研

股
置
への
動
き
活
発
化
。
◇
二
↓
七
円
教
穣

に立った
0

危機
　東南ア研

大管法

◇

◇

饗

・難

に
公
開
質
間
状
。
◇
数理

解
析
研
設
置
決
定
。◇
六

日
サ
ル
ト
ロ
カ
ノ
リ
登
山

隊
彌
る
。
◇
顯
学
研修
実

験
計
画
具
体
化
。
◇全
学

抗
議
集
会
で
東
爾
ア
研

毅
置
に
反
対
し
て
フ
ォー

ド
財
団
に
抗
議文
を
送
る

こ
と
を
決
定
.
◇
付属
図

欝
館
「複
製
源
氏物
誌
絵

港
(穂
川
本
)
展観
」
を

開
く
。
◇
人
文
研教
授
会

で
票南
ア
研
攣備
璽

に
反
対
す
る
こ
と
を
決
定
●

部
自
治
会
が
米
ソ
核
実
験
反
対
附
論集
会
開
く
。
◇
二

十
八
日
教
冒
研
究
集
会
世
暫
人
会
は閏
大協
の
「大
学

管
蹄
遡
営
に
閣ず
る
中
間
報
告案
」を
検
討
。
◇
雌
学

部
二
回
生
赤
村
事
β
飛込
み
自
殺
。

◇

◇

◇
メ
ーデ
ー
に
京
大
か
ら
幽臼人
疹
加
。
◇

五
月

科
学
岩京
都
会
議
「核
実
験
禁
止
」
を
訴

◇

◇

え
基
物
研
で紀
者
会
見
。
◇
同
学
会
、
大

石
教
授
に
簸
法
湖
査
会脱
還
を
要
求
。
◇
工
教
学
生
大

会
で
四
年
制
工
教を
勝
ち
と
る
こ
と
を
確
翻
。
◇
六
日

弓

ト
叢

大
鰹
勝
っ。
◇
+
五
塁
由
竪

驚

委
員
会
鯖
成大
会
◇
十
八
・九
日
創
立
記
念
祭
。
◇第

十
二
同
サ
ソカ
i
京
都
学
生
り
ー
グ
戦
で
束
大
三
年
ぷ

り
に
優
勝
。
◇
二十
五
日
ガ
ガ
ー
リ
ン
少
佐
夫題
京
大

訪
問
。◇
三
+
日
府
学連
統
一行
動
に
京
大
か
ら
工人
。

◇

◇

◇
生
協
花
谷
購
冤
部
新
設
◇探
検

覇

醐
藤
謙
繍
薫

人
。
◇
藁
南
ア
研
設
置
再
修
正案
に
経済
学
部

教
授
会
で
疑
議
出
る
。
◇
山
岳部
イ
ンド
ラ
サ

ン
(標
高
六
二
一一
一米
)
量
頂
に
成
功
。
二

十
九
月
生
協
四
事
会が
欝
籍
部
閉
鎖
を
決
定
。

◇
桜
勘
に
火
山観
測所
設
齪
。

◇

◇

◇
亘

會
制
歴

禽

肝暫

に

十

一
月

四学
饗

ト
。
時
計
嘉

鑑
会
に
干

◇

◇

三
一臼人
参
加
.
◇
八
日
十
}月
鎖
期

聞
外
謂
演
。◇
七
日
岡
掌
会
が
大
智
鯉
問
題
で
総
畏
と

会
見
。◇
十
六
日
滝
川
幸
辰
前
総
長心
筋
梗
塞
で
死
去
。

◇
大学
暫
獺
制
度
に
関
す
る
本
紙
世
論
関
査
。
◇
十
六

日府
学
連
第
バ波
統
一行
動
に
京
大
か
ら
八
両
人
疹加

◇
二十
二日
ー
二
土
ハ日
十
一月
崇
行わ
れ
る
。
◇
二

↓
】日
同
学
会
代
議
員
会
を
解
敬
、
大
管
法
闘争
に
関

す
る
全
権
を
「闘
争
委
員
会
」
へ
委
譲
。◇
二十
一日

大
留
制
に
関
し
て
京
大
統
一見
解
出す
。◇
十
一・
一

闘
争
で
学
生
三
人
逮
捕
さ
る
。
◇
二
十
一日
醐
学
会

代
議
員
会
で
大
管
法
粉
砕
の
た
め
に
大
学
閉
鎖
を
提

起
。
◇
十
一月
三
十
日
大
鷲法
粉
酔
へ京
大
全
学
ス
ト

で
立
つ
。
こ
の
日
警
冒
三人
、教
獲
部
檀
内
へ燧
入
。

◇
◇

◇
三
日
し
冒ハ日
大
学
閉
鎖
一万
人
投

十
二
月

票
、
嚢

数
に
満
た
ず
.
◇
八

◇

◇

日
大
管法
粉
砕
五
者
共
闘
集
会
に
千

七
百
人
轡茄
.◇

環
大
学
生
部
が
昨
年
十
二
月
一日
に
行
な
っ
た
京
大生
(本
科
と
大
学

院
)
を
対
鋏
と
す
る
学
生
生
活
笑
態
調
査
の結
巣
がこ
の
ほ
ど
ほ
ぽ
ま
と

ま
り
、
近
く
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
生
活
笑
態
調
査
は
学
生
部
厚
生
誤
が

「東
大
生
の
経
済
生
活
の
冥
体
を
把
握
し
、有
効
適
切
な
厚
生
対
策
を
笑

施
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
」と
いう
目
的
の
た
め
に
昭
和
二
十
八

年
か
ら
笹
年
定
期
的
に行
な
っ
て
いる
も
の
で、
今
回
で
九
回
目
を
迎
え

る
。
調
査
の
結
果
は
、
家
庭
の
職
第
、学
資
ア
ル
バ
イ
ト
、
住
居
、
食
嶺

な
ど
十
一項
目
に
わ
た
っ
て
、学
部
(吉田
分
校
を
含
む
)
・修
+課
程

・博
士
課
程
、
男子
・女
子
、
文
科
系
。理
科
系
な
ど
か
な
り
詳
細
に
分

類
し
て
示
さ
れ
て
いる
。ま
た
こ
の閣
査
の
対
象
に
な
った
の
は
本
科
七

京

大

生

の

家
庭

家
庭
の
職
粟
は

例
年
と
あ
ま
り

大
葬
ξ
、
俸

給
生活
省
が六
割
を
占
め
て
お
り
、
二

割
が商
工
粟
であ
る
。
一般
に
サ
プ
リ

ー
マ
ン
家鷹
が
多
い
。
昨
年
に
比
べ
て

公
務
員が
三%
減
って
い
る
。

職
業
別
年
収
は
昨
年
よ
り
相
当王
昇

し
て
いる
。俸
給
生
活
者
の
約
七
割
が

二十
万
以
上
、
八
十
万
以
下
の
家
庭
で

あ
る
が
、昨
琢
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た
二

百
万
以
上
が
三
・三
%
い
る
こ
と
は
.

沖
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
概

し
て
原
大
生
の
家
庭
の
大
部
分
は
中
流

家
麗
で
あ
る
。

ト ル

'く

ア
ル
バ
イ
ト
の

必
要
度
し
「必

要と
し
な
い」

ら
、
こ
の
よ
う
な
結渠
に
な
っ
て
いる

と
い
う
理
由
は
後
で
述
べ
るよ
う
に食

費
、
住
局
費
等
の
値
上
り
が影
響し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
ア
ル
バイ
ト
を
必
曼
と
し

て
い
る
も
の
の
充
足度
は
ど
う
で
あ
ろ

手
二
百
九
十
人
、
大
学
院
八
B
五
十
六人
で抽
出
率
は
男
子
が
本
科
十
二

分
の
一、
大
学
院
四
分
の
一、
女子
は
全数
調
査
で
あ
った
が
、
回
収
率

は
七
十
九
・七
鬼
で
あ
っ
た
。
こ
の
翻査
に
よ
る
と
、
経
済
状
況
は
年
々

好
転
し
て
い
る
が
、
ア
ル
バ
イ
トを
必要
と
す
る
学
毒

二
十
五
%
を
占

め
、
学
資
支給
の
面
か
ら
み
ると
学生
聞
の
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
勉
学
費
、
住
居費
、
食
畏
な
ど
の
支
出
割
合
が
増
加
し
て
い

る
が
物
価
の
値
上
り
を考
慮
す
る
と
生
活
内
容
は
昨
年
よ
り
改
醤
され
た

と
は
鼓
えな
いよ
う
だ
。
こ
の胴
査
は
、
京
大
生
の
生
活
を
み
る
点
で
興
ノ

味
深
い
デ
ータ
であ
ろ
う
.
お
も
な
数
字
を
ひ
ろ
っ
て
み
た
が
、
紙
面
の

関
係
上
本科
学
生
の結
果
の
み
を
と
り
あ
げ
た
.

Ω
扁繁
部
)

す
る
も
のが
、男
子
で
は
三
・五
%
女

子
では
二
・二
%
い
る
●

ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
月
収
は
、
男
女　

と
も
三
干
円
⊥
四
千
円
が
最
も
多
い
が

五
干
円
-
六
千
円
が
男
子
で
は
十
四
%

女
子
で
は
十
二
%
い
る
こ
と
が
示
し

『

以
上
に
遼
し
て
いる
●
レ
かし
文
科
系

学
生
に
は
亭
務
関係
に
従
那
し
た
も
の

が
一}+
%
以上
いる
の
は
注
目
に
ぽ
す

る
。崔
居
義
讐
鐸

生
活
、
楽
に
な
ら
す

呂憲、A郵雇民`噺・晦L}
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男
子
三
十
二
・四
%
女子
三十
四
。四

%
「少し
禰
え
ぱ
な
んと
かや
って
行

け
る
「男
子
四
十
二
・
八%
女
子
四
十

一
・五
%
「必
嬰
であ
る
」
男
芋
二
十

四
・八
%
女子
二十
四
・
一%
で
昨
年

と
あ
ま
り
変
らな
い
。レ
かし
、
家
砥

の
所
得
が
相
対
的に
向
上
し
て
い
な
が

うか
.そ
れ
を
ボし
た
も
の
が
第
一図

であ
る
、
讐
易
に
見
つ
か
る
も
の
が
全

体
の
五
割
前
後
で
あ
る
と
い
う
罎
実
は

必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

ア
ル
バ
イ
ト
の
平
均
一ケ
月
就労
博
。円
驚女
子
三
午
ハ
百
二
円
で
、

聞
は
教
養
部
学
生
で
は
約
七
割
、女
子

で
は
約
ハ
剛
が
三
↓
時
間
未
満
で昨
年

に
比べ
て
や
や
増
加
し
て
いる
。
アル

バ
イ
ト
と
孚
菜
と
の
両
立
が困
難
だ
と

て
い
る
よ
う
に
、
ア
ル
バイ
ト
月
収
が

昨
年
よ
り増
加
し
て
いる
に
も
か
か
わ

ら
ず
就
労
時
聞
も
増
加
し
て
い
る
の

は
、
変
った
現
象
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。平
均
と
し
て
は
男
子
四
千
百
三
十
一時
聞

当
りの
平
均
収
入
は
全
体
の
一ハ割
強
が

百
円
ー
二
首
円
で
あ
る
。

職
櫨
に
っ
い
て
盤
え
は
家
凝
教
師
が

や
は
り
圧
渕
的
に
多
く
、
全
体
の
八
割

四
十
九
・二
%
で
、
下
宿
し
て
い
るも

の
は
男
子
五
十
三
・七
%
女子
三
十
六

。
一%
で
あ
る
。
男
子
は下
宿
し
て
い

る
も
の
が
や
や
減少
し
て
そ
の
分だ
け

自
宅
速
学
者
が
増
加
し
て
いる
。し
か

し
、
寮
に
入
って
いる
も
の
が男
子
で

は
わ
ず
か
七
%
女子
でも
十
二%
し
か

い
な
い
と
い
う
現契
は
、
深
列
で
あ
る

使
用
し
て
いる
部
屋
に
つい
て
は
、

一人
部
麗
が
圧到
的
に
多
い
が
、
一回

生
及
び
女
子
学生
に
は
二人
鄙
屋
の
も

の
が
多
く
女子
では
二十
九
%
に
も
達

し
て
いる
、
一人
当
りの
畳
数
は
大
半

が
四畳
半
か
ら
六
畳
で
あ
る
が
、
三
畳

に
住
ん
でい
る
者
も
遇
子
で
は
二
十
%

女
子
で
は
三十
%
近
く
居
る
。
概
し
て

女
子
に
お
い
て
は
六
鑑
束
満
で
生
活
す

る
者
が
七
十
%
近
く
に
及
び
、
男
子
に

お
い
て
は
三
畳
⊥
ハ畳
が
殆
ん
ど
で
特

に
六
鰻
が
多
い
。

そ
れ
で
は
部
屋
代
は
ど
う
な
って
い
る

十
三
。九
%
、
六
干
-
八
干
円
三
十
七

で
あ
ろ
う
か
。
第
二表
で
示
し
た
よ
う

・七
%
と
大
半
が
四
千
ー
八
千
円
であ

に
賄
な
し
の
場
台男
芋
で
は
二千
五
百

る
が
八
干
円
以
上
費
っ
て
いる
者が
四

円
ー
三
千
円
が
三十
四
・
一%
、
三
干

%
程
度
い
る
。
昨
年
と
比
べ
て
六
干-

円
以
上
が
三
十
・八
%
を
占
め
、
女
子

八
千
円
費
っ
て
い
る
学
生
が十
%
以上ノ

で
は
二
壬
虹
百
円
-
三
千
円
が
+
六
・
も
増
加
し
て
い
る
の
は食
堂料
金
が
上

七
%
、
三
千円
以
上
が
四
十
四
。四
%

昇
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
一ケ
月
平

に
達
し
てお
り
、
昨
年
と
比
敦
し
て
五

均
確
は
一回
生
五
干
六百
三十
円
二回

百
ー
午円
慎
上
さ
れ
て
い
て
、
二
千
円

生
五
千
五
百
九十
円
。女
子
四
千
九
百

以
下
が著
し
く
凝
少
し
て
い
る
。
特
に

九
十
八
円
であ
る
。

女
子
の場
合
、
千
円
以
上
の
比
率
が
十

食
費充
足
度
に
つい
て
言
え
は
、
充

%以
上
も
減
じ
三
千
円
以
上
が
二
十
%

分
であ
る
と
答
え
た
者
が
、
男
子
で
約

以
上
増
え
て
い
る
。
一方
、
賄
付
の
場

四割
、
女
子
で
は
六
割
で
あ
って
、
昨

合
、
七
千
円
以
上
が
男
子
で
は
三十
三
年
よ
り
や
や
減
少
し
て
い
る
。

騒
難
離
聾
融
沸
革
薫
蠣
鞭
轄

ら
れ
、
狩
に
教
養
部
学生
に
お
いて
は

通
学
者
容
†五
一日バ
十
八
円
、
自
宅
外

,7以
上
が
七
千
円
以上
の
都屋
代
を
払

通
学
省
一万
二
千
四
百
四
十
円
で
昨
年

っ
て
い
る
と
い
う
こと
は
、
宇
治
分
校

の
そ
れ
ぞ
れ
五
千
八
百
三
十
九
円
、
一

が
廃
さ
れ
て
以都
市内
に
統
合
さ
れ
た

万
一千
二
百
十
円
と
比
較
し
て
五
百
-

絡
粟
、
部
屋
の余
裕
が
な
く
な
り
、
各

下
宿
屋が
値
上
げ
を
行
な
った
結
果
と

み
ら
れる
。部
屋
代
(賄
な
し
の
場
合

)
の平
均
値
は
、
學

二
千
六
百
五
十

店
店

五
円
、女
子
二千
百
九
十
円
で
あ
る
。

力

養
生
活
韓
雛

(

飴

約
八制
の
学
生
が
三
食
と
も
外
食
も
て

い
る
が
、
女
チ
で
は
二
十
六
%
し
か
い

ず
、
自
炊
し
て
い
る
も
の
が
多
く
二
十

二%
に
達
し
て
い
る
。
一般
に
一食
外

食
二食
目
炊
し
て
い
る
学
生
が
昨
年
よ

り
増
加
し
、
賄
い
つ
さ
の
場
合
、
二
食

賄
い
が
多
い
.
,,

自
宅
外
通
学
者
の
京
大
生
協
食
堂
の

利
用
度
は
、
教
墾
部
一回
生
で
は
二
食

利
用
者
が
約
四
割
、
三
食利
用
者が
約

三
割
い
て
、
九
十
五
%
以上
が
な
ん
ら

か
の
か
た
ち
で
利
用
し
て
いる
が
、
女

子
の
場
台
、
利
用
度が
昨
年
よ
り
十
%

上
昇
し
、
一日に

一度
利
用
し
て
い
る

も
の
が
四
割
、
二
度
が
約
三割
い
る
。

これ
は
、生
協
食
堂
の
万が
圏
尽
よ
り

も
割
台
であ
る
た
め
だ
ろ
う
。

一力、
一ケ
月
平
均
食
輿
又出
(自

宅外
通
学
首
)
は
四
干
1
六
干
円
が
五

干
円
増
朋
し
て
い
る
●
こ
れ
を
さ
ら
に

細
分
し
て
み
る
と
自
宅
通
学
省
の
場
白

、
四
千
ー
六
千
円
が
男
子
で
は
寺
以
上

、
女
子
で
は
四
十
五
%
を
占
め
、
自
宅

外
通
学
省
で
は
、
一万
ー
一万
五
干
円

が
男
女
共
、
六
十
五
%
前
後
で
あ
る
.

自
宅
外
磁
学
者
の
一カ
月
仕
送
り
平

均
値
は
、
男
子
九
千
覆
八
十七
H
、女

」
ど
う
な
っ
て
い

若
で
あ
ろ
'2
ρ●
一ヵ
月
平
均
喬
籍
費

は
教
養
部
学
生
で
は
二
千
円
末
満
が
八

十
%
以
上
を
占
め
て
い
る
が
専
門
課
程

学
生
で
は
三
ヂ
円
末
満
が
九
十
%
にも

達
し
て
い
る
●概
し
て
干
円
未満
の少

額
支
出
者
が
大
巾
に
翻少
し
て
いる
。

轡
籍
利
用力
法
で
は
八
五
%程
度
が
自

己
購
入
で圧
倒
的
に
多
いが
、図
轡
館

の
利
用
度
が
二
十
%
にも
満
た
な
い状

態
で
あ
る
のは
考
えさ
せ
ら
れ
る
数
字

で
あ
ろ
う
。

ス
ポー
ツ
を
す
る
程
度
て
は
男
子
は

「時
丸す
る
」
も
の
六
十
%
「全
然
し

な
い」
省
二十
%
で
あ
る
が
女
子
で
は

「全
然
し
な
い
」
者
が
四
十
%
以
上
に

も
及
ん
で
い
る
。
ス
ポ
ー
ッ
を
し
な
い

理
由
の
半
数
は
余
暇
が
な
い
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
.

子
九
千
八
百
九
十
コ
円
と
な
って
い
る

が
、
全
体
の
七
・五
%
が
二
干
円
未

満
、
約
十
六
%
が
四
千
円
未
満
で
そ
の

比
率
が
昨
年
よ
り
や
や
増
加
し
て
い

る
。以
上
学
資
の
面
で
い
ろ
い
ろ
の
統
計

を
出
し
て
み
た
が
、
そ
れ
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
自
宅
通
学
者
の
一カ
月
平
均
の
収

支
状
況
は
、
収
入
の
面
で
は
、
家
庭
か

ら
の
仕
送
り
三
千
七
百
七
十
四
円
、支

出
の
面
で
は
勉
学
費
千七
百七
十
一円

交
通
費
七
仁
(
十
九
円
娯
楽
・嗜
好
興

午
三
百
三十
九
円
、雑
費
そ
の他
二千

八
百
力
円
。

一方
自
宅外
通
学
者
て
は
収
入
は
家
庭

か
ら
の什
選
り
九
手
百
八
十
七
円
。
支

出
は
食
黄
五
干
五
百
円
、
住
居
費
二
千

四
百力
円
、
勉
学
費
干
五
距
八
十
二
円

娯
楽
。嗜
好
費
千
'見
ハ十
七
円
日
常
雑

費
そ
の
他
二千
力
百
九
十
八
円
。

こ
れ
で
い
く
と
、
自
宅
通
学
者
で
は

二千
九
百
三
十
一円
、
自
宅
外
通
学
者

で
は
四
千
四
百
六
十
九
円
の
赤
字
に
な

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ア
ル
バ
イ

ト
、奨
学
金
な
ど
で
補
っ
て
い
る
。

㎜
そ

の

他

皿
読
醤
の
実
情
は
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出
願
期
日
を
十
日
繰
上
げ

十
二
月
五
日
か
ら
三
十
八
年
度
獄
大
寧

生
募
集
要
頂
と
入
学
願
酋
の
交
付
が
始

ま
った
。
要
項
に
よ
る
と
、
来
年
皮
の

募
集
人
貴
は
計
二
千
九
十
人
で
、
今
年

度
よ
り
も
十
人
増
え
て
い
る
。
これ

は
、
工
学
部
が
七
七
五
人
か
ら
七
ハ
十

五
人
に
増
え
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し

工
学
部
は
今
後
、
新
学
糾
が
創
設さ
れ

る
か
、
定
凪
の
増
加
が
あ
る
と思
わ
れ

る
の
で
、
募集
人
員は
更
に
増
加
す
る

見
込
み
で
あ
る
.ま
た
、
弾学
郎
も
足

蝋
が
地
加さ
れ
る
場
台
は
、
募
集
人
員

が
搬
更
さ
れ
る
。各
学
部
別
の
内
訳

は
、文
学
部
二
百人
、教
育
学
部
五
十

人
、法
学
部
二
白七
十
人
、
経
済
学
邸

二
酋
二十
人
、
理
学
耶
肩
力
十
五
人
、

医学
部
八
十
人
、
薬
学
部
ガ
十
人
、
工

学
部
七
論
ハ
十
五
人
、
学
糾
別
に
は
、

土
木
工
学
料
六
十
人
、
鉱
山
学
料
三
・丁

五
人
、
工
学
化
学
料
五
十
人
、
建
築
学

科
五
十
人
、
燃
料
化
学
科
三
十
人
、
化

学
工
学
科
四
十
人
、
蕎
分
子
化
学
科
四

†人
、
航
空
工
学
科
二
十
人
、
原
子
核

工
学
科
二
丈

、
笙

工
憲

二
圭

人
、
数
理
工
学
科
四
十
人
、
合
成
化
学

科
四
・丁人
、
機
械
系
掌
科
(機
械
工
学
'

科
・精
密
工
掌
化
・
機械
工
学
第
二犠

科
)
角
二
十
人
、
電
気
系学
科
(聡
気

工
学
科
・
照子
工
学科
・電
気
工
学
第

二
学
料
)
看
三
↓五
人
、金
属
系
学
科

(冶
金
学科
・金
厩
加
工
学
科
)
八
+

人
、農
学
部
二
西
十
人
、学
科
別
に
は
農

学
科
三十
人
、林
学
科
三
十
三
人
、農
芸

化
掌科
四
十
人
、
農
林
生
物
学
科
十
五

人
、農
莱
工
学
科
三十
四
人
、
纏
林
経

済
捷・科
三十
五
人
、
水
奪
甲科
二
十
二

工
学
部
の

一
部

一
括
募
集

人
と
な
って
い
る
.
工
学
部
は
、
専
門

学
科
別
に
入
字
省
を
決
定
す
る
が
、
釆

年
度
から
新
ら
し
く
機
械
系
・電
気
系

・金
属
系
の
各
学
科
は
一括
募
集
し
、

合
格
発
袋
後
、
各
系
囚
の
再
門
掌
料
に

分
属
す
る
こ
と
に
な
った
。
な
お
、
エ

学
部
噌幽
韻者
は
入
試
要
項
に
添
え
て
あ

る
学
糾
別
条
囚
書
を
よ
く
読
ん
で
は
し

い
。
ま
た
農
学
耶
で
も
専
門
掌
科
別
に

入
学
首
を
決
足
す
⇔か
ら
、
志
願
省
は

庄
意
さ
れ
た
い
.

願
欝
受
理
の
期
閥
が
今
年
は
例
年よ

あ
る
.
試
験
科
目
の選
択
基
準
は
今
年
通
り

で
、
そ
の
詳
細は
次
の通
り
。

国
晒
文
科
系
(文
。教
育
・法
・

経
芭

は
、国
由
(甲
)
の
他
に
、
国

詔
(乙)
と
漢
文
の
ど
ち
ら
か
一科
目

を
選
択
する
。理
科
系
(理
・医
・薬

・
工
・農
)
は
、
国
語
(甲
)
の
み
。

数
学

科
目
に
細
分
せ
ず
、
範
囲
は

赦
宇
皿
ま
で
で
、
順
列
・組
合
せ
・確

確
・統
計
を
除
く
。
た
だ
し
、
文
科
系

は
、間
題
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

塗
症
誉
は
、
不
合
格
に
な
る
●
ま
た
、

角
置
、
高
度
の
色
弱
者
、
視
力
障
署
の

は
な
は
だ
し
い
者
は
、
医
・薬
学
部
で

は
不
台
格
に
な
る
。

出
願
の
手
続き
に
つ
い
て
は
、次
の

欝
類
そ
の
他
を
出
身学
校
畏を
通
じ
て

志
願
す
る
学
部に
提
出
す
る
こと
。し

か
し
、
事
情に
よ
っ
て
は
、直
接
、学

部
に
提
出
し
ても
よ
い
9

①
入
掌
願
書
所
定
の
用
紙
に
、
入
字

願
轡
・受
験
科
目
届
そ
の他
の
必
婁
事

項
を
記入
する
。

×
NOα日
5
)
に
、受
借
場
所
お
よ
び

受
信
省
氏
名を
明
記
し
、
五
十
円
切
手

を
は
る
.
(受
験
票
送
付
用
)

⑧
宮
製
は
がき
一枚

受
信
場
所
お
よ

び
受
信
者氏
名
を
明
記
す
る
。
(願
衡

受
理通
知用
)

注
憲
峯項

一、
出願
題

募
集
要
項
な
ど
の
郵

送
を
鴇望
す
る
と
き
に
は
、
受
信
場
耕

およ
ぴ受
悩
者
氏
名
を
明
記
し
、
十
円

(工学
部
の
出
願
轡
類
を
希
望
ず
る
場

合
は
二
十
円
)
切
手
を
は
った
榎
準
封

筒
角
五
(に
堅ユ邑
量
×
8
0B
已
)を
同

封
し
、
志
願
す
る
学
部
畢
務
呈
ま
た
は

掌
生
課
事
務
整
(い
ず
れ
も
宛
名
は
京

都
市
左
京
区
内

京
都
大
学
O
O
O
嶺

務
蚕
)
に
、
「願
轡
朗
求
」と
朱
省
し

て
申
し
こ
む
.

二
、
届
け
出
た
受
験糾
目
の
うち
外
国

灘
雛
懸
纏
綴
鍛

3

『
【、

選抜入

に ㌦`つ
一首

い の

で ら りと一 十
雀 月 日更
三1言に十
くな 一 一

つ日 月
た 　二゜木十
＼ノ_

午 日
慨 〆ヘゴ
ェ 月時 ㌧ノ

ま か

∂

3月3日(日)
9・00～1130

団 語

LOO～3.30

数 学

3月4日(月) 社 会 外 国、轟

3月5日(火) 理 科
(試験日および時聞割)

て
は
、
字
力

試
験
・健
康

診
断
の
結
果

お
よ
び
調
蚕

霞
を
資
料
と

し
て
総
含
し

て
行
な
う
こ

と
に
な
っ
て

い
る
.
実
施

期
日
と
時間

は
今
年
度
と
同
じ
で
、
三
月
三
・
四
。

五
日
の
三
日
間
で
、
隣
間
劉も
同じ
で

蝦
害
且
ま
で
の
範
囲
囚
で
も解
答
で
さ

る
よ
う
に
出
題
さ
れ
る
●

社
会

社
会
・人
文
地
瑚
・世
界
史

・日
本
史
の
四
科
目
の
うち
か
ら
二科

目
を
選
択
す
る
。

外
国
語

英
爾
・ドイ
ツ
語
・フ
ラ

ン
ス
語
の
う
ち
から
、
一か
国
川を
選

択
す
る
。

運
科

物
理
・化
字
・生
物
・地
字

の
四
科
目
のう
ち
か
ら
、
二科
目
を
選

択
す
る
。
薬
掌部
を
志
願
す
る
人
は
二

科
目
のう
ち
一科
目
は
、
必
ず
化
学
を

選
択す
る
。工
学
部
志
願
者
は
必
ず
物

理
・化
学
を
選
択
す
る
.

健
康診
断
は
三月
五
日
(火
)
午
後

に
実
施さ
れ
、
鯖
核
、
ト
ラ
コー
マ
の

棋
血患
者
なら
び
に
そ
の
他
の
疾
病
の

②
調
査
書

定
め
ら
れ
た
様
式
に
ょ
り

出
身
掌
校
畏
が
作
成
し
た
も
の
.

③
入
学
検
定
料

千
円

④
健
康
診
断
書

所
這
の
用
紙
に
、
保

健
所
、
国
・公
立
の
病
院
、
こ
れ
に
準

ず
る
病
院
、
診
療
所
の
医
踊
ま
た
は
出

身
学
校
医
が
証
明
し
た
も
の
.

⑤
胸
部
X
線
聞
接
写
翼
7
イ
ル
ム
一枚

出
願
削
三
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

の
を
、
樋
康
診
断
面
用
紙
に
添
付
し
て

あ
る
.ホリ
エ
チ
レ
ソ
の
袋
に
封
入
す
る

⑥
写
翼
二
枚

名
刺
型
半
身
脱
帽
正
面

向
き
で
出
願
前
六
カ
月
以
内
に
単
身
で

撒
影
し
た
も
の
を
、
所
足
の
入
学願
甫

付
属
用
紙
の
定
め
られ
た
と
こ
ろ
に
、

の
り
づ
け
す
る
。

⑦
封
簡
一枚

規
格
畏
型
四
(oo鮮=目口

詣
は
受
験
の際
変
更
で
き
な
い
●

三
、
工
学郎
志
願
省
は
、
入
学
顧
霞

に
、第
一およ
び
第
二志
望
の
專
門
学

科ま
た
は系
掌
科
を
明
記
ず
る
.

三
、
農
学部
志
願
智
は
、
入
学
願
爵
に

尊
門学
科
の
志
望
順
位
を
、
七
学
科
全

部
に
つい
て
明
紀
す
る
●

四
、大
掌
入
学
資
格
検
定
の
台
格
者
は

そ
の成
績
誕
明
轡
を
調
査
蒔
の
代
り
に

提
出
す
る
.

E
、出
願
手
続
き
彼
は
、
轡
類
記
載
事

項
の博
き
か
え
は
許
さ
れ
な
い
。
ま
た

検
定
料
の
払
い
も
ど
し
は
さ
れ
な
い
.

合
格
者
の
発
表
の
期
日
は
学
部
に
よ

っ
て異
な
る
が
、
三
月
二
十
}日
Ω
小)

ま
で
に
各
学
部
の
掲
示
場
に
発
表
さ
れ

同
時
に
本
人
に
も
通
知
さ
れ
る
●

京
大
ヱ
薬
員
養
成
所
入試
嬰
項

昭
和
三十
八
年
度
募
集
嬰
項
に
よ
る

と
、
募
集
人
員
は
計
日二
十
人
、
そ
の

う
ち
職
気
工
学
科
四
丈

、
工
集
化
〃一・

科
四
十
人
、
土
木
工
学
科
四
十
人
て
脅

年
と
変
り
な
い
.

願
欝
受
理
期
聞
は
、
来
年
二
月十
四

日
(木
)
か
ら
二
十
三
口
(土
)件
彼

五
時
ま
で
。

出
願
手
続
き
に
要
す
り簿類
の糧
類

な
ど
は
京
大
の
受
験
に
要
する
も
の
と

ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
.

試
験
は
三
月
二
十
七
日
(水
)
と
二

十
八
日
(木
)の
二
間
臼
、
宇
沿市
五
ケ

庄
駁
大
工
薬
教
員
養
成
所
囚
で行
なわ

れ
る
.
二
十
七
日
午
前
九
時
三十
分
か

ら
正
午
ま
で
数
学
、
午
後
一
時
三十
分

か
ら
四
時
ま
で
外
閣
譜
、
二
十
バ日
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
理科
が

そ
の
時
聞
割
で
あ
る
。

試
験
科
目
で
は
、
数
牢
は材
目
に
細

分
せ
ず
、
範
囲
は
数
μ一廻
ま
で
。た
だ

し
、
順
列
。洲
今
セ
・確
麗
・
軌'
を

除
く
。

京大 生 活 の玄 閲 口吉 田 分校

化 外
£コ♪園
oしロドロ

は
'i

ごつ
'乙

」壌料

は物

炉と

 

健
康
診
断
は
三
月
二十
八
日
自
後
に

ば
邦
大
学
内
で
行
な
わ
れ
る
。

ムロ格
、犠の
氏
名
は
四
月
十
五
H
(月

)
ま
で
に
掲
ザさ
れ
、
同
醇
に
本
人
に

通
知
さ
れ
る
。

719圏1睡,象85,1匡II,1,IIβ811圏畳o

嚢
墜
櫛
り

銀
行
保
険
業

大
幅
に
増
加

慶
応
の
就
戦
状
況
脚1●1童IOII「lll腸1■1081ill`6

 

蘭
度
経
済成
長
のゆ
き
す
ぎ
で景
気
調

寝
期
に
入
った
た
め、
こと
、)の
就
職

は
、予
想
され
て
いた
と
は
い
え
、
あ

ま
り
は
かば
か
し
い結
果
と
は
い
え
な

いよ
つだ
、
塾
の
明
書
卒
業
見
込
み
学

生数
は四
千
八百
五
十
三人
、
そ
の
う

ち
四
干
六十
二人
が
就
職
希
望
者
と
し

て就
職
部
に
登
録
し
た
わ
け
だ
が
、
十

月
末
日
まで
に
就
職
鄙
に
決
足
を
報
告

し
て
き
先
も
の
は
二千
九
h
二
十
五
人

と
七
尋
六
%
弱
。
早
稲
団
で
は
三
千
五

再六
十
一人
の
廊
Ψ
着
に
対
し
で
(二

部
を
含
ま
な
い
た
め
)
二
千
八
画
三
十

一人
と
八
十
%
の
決
、阻首
を
み
て
い

る
。
だ
が
、
七
十
パ
%
で
も
、
艶
の
紬

果
は
、
ま
ず
ま
ず
の
力
だ
と
い
っ。
そ

れ
て
匂、
田
年
14
期
の
几
十
五
酬〃と
く

ら
へる
と
ての
不
詞
ぶ
り
は
は
っ
き
り

と
め
ら
わ
れ
て
い
る
。

決
足
者
の
内
わ
け
を
み
て
み
る
と
、
銀

行
・保
険
策
で
は
前
年
の
三
百
九
十
六

人
か
ら
五
百
二
十
二
人
へ
と
大
幅
な
就

職
省
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
他
の
粟
種

で
は
横
ば
い
か
滅
少
し
て
お
り
、
今
年

決
定
省
は
二
干
九
白
二
十
五
人
だ
が
、

昨
年
も
笑
数
で
は
二
干
九
百
七
十
一人

と
大
箆
な
い
.
O
二田
新
聞
†
二
月
五

日
号
)
㎜明
治
大

・学
内
川

闘

争
妥

結
蕊

九
月
の
学
費
魑上
げ
発
表
以
釆
、
一連

の
畢
件
に
関
し
て
、
学枚
側
、
学
生会

の
間
で
、
再
三
団
父が
く
り
かえ
さ
れ

て
き
た
が
、歩
み
よ
り
がみ
ら
れ
な
か

っ
た
。
学
生会
は
、十
一月
十
三日
か

ら
ハ
ンガ
ー
・
スト
フィ
キ
に
は
い
る

など
強固
な痩
甥
を
行
な
って
い
た
が

二
十
二日
の最
終
円
父で
漣
求
(
に
対

する
ケ秋
側
の
回
告
を
検
討
し
た
渦果

現状
の嗣
争
』力
か
ら
し
て
や
む
を
え

な
いと
し
て夕
面
的
に
認
め
た
。
(明

冶大
掌
新
聞
十
一月
二
十
九
日
号
、

第4回 懸賞小説募集一鯉

本紙では次の要項で懸賞小説を募集していま

す。奮 つて御応募不さい●

応募資格3大堂、大学院{ヨ学中のものに限る。

締 切 日8昭和38年3月30日(当日の消印可)

賞 金3入醒作一編に一万円、佳作一編に五

千円

G、一品は直接本枕へ持参もしくは、蝋都巾左京

区山田本町京都大学新聞社へ郵送のこと.版催

は本初ヲ1有。尿稿はお躍しできません●)

京 都 大 学 新 聞 社一

ρ

文

糞寄

久
塗の

塞文曇学

讐欝藷蟻 難
嚢

箋芽騰 誰δ享委讐嵩窒

国ン単位禰る

釜1
12葦

糎
響日

1灘
峯鱗 灘
§庭擁聾

齢 粂

謬
残 葦

1差
響3
盤盤鞭

購
.歪纏 難

一 ゜
.,▲ ▲
曹 曾 ボ"蜂

い1
佐

野

【2

讐宋
鑛署霧蚕葦馨甕
kぞ震ぶ彊

難ll
価 う実いはに二轡 のき 、な
二下襲 る一 り

自診磨 養謄薯

δま'

自髪

山ノた喜め
西マの

英藝奎
イ8≡ 目一一

詔 コ三,圭

9釧 壽蓼芽て゚セな記ラ

1灘1・をルなぞ時

薯麗 亥菖突書四す 、で間の

五 る1陣あ形創畠魁霧 嘱 窪

わ
墾
カマ
野委)不く

崎貧i萄
べの

講冬
代を・一アナノの野 人メ1 塞
名心 のリ 、べ

騨
四銘 面るきフ

麟雛竃

続
坪勿
善五圓目
戦本才慶

多:≦ζ

獲
1灘覇難1

求道

者
伊鋳
藤 口'o

識薯者

羅難
難 琴茎聾角嬰あ誇支妻

嘗寺
集

董

薯海
劉器鋭
三謙 箋導

ll藷講
毒甕垂曇壷璽
門二編をに ト

一
目巨仏

切
舟 つ

璽た
一 ▲

薯

1難
召窪窪謬 畜
四殿の讐男注

b

つ 一

の
正 、

宗 」 じ

鷺塗
著 「」」

1灘
鱗 奎難

騨
A

爪
の

署霧
虎と

薯き

灘灘

東京

都
新宿

区矢

来
町
●
振替

東
京八

〇
八
番

一

閣
一1〒 一 一

23

 

1



蟹

(2》昭和37年(1962年)12月17.日(月 曜日)

 

脚鵜庁幽

 

ズ郎常㈱舳く
窮1135号

「米
ソ
の
原
水
爆実
験
へ
の日
本
人

の
怒
り
や
ら
独
立
プ
ロ
の
ひが
み
や
ら

を
い
っ
し
よ
く
た
に
し
て
こ
の映
画
の

中
に
投
げ
こ
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
とる

ん
で
す
よ
.
企
業
の
こ
と
を
考
え
ると

恥
し
い
け
ど
劣
構
を
も
よ
おす
の
で

ね
」
.
伊
豆
の
ロ
ケ
地
に
い
っ
た
と
き

新
藤
兼
人
は
そ
の
角
ば
っ
た
顔
を
思
い

き
り
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
く
ず
し
て
笑
い

な
が
ら
そ
う
い
った
。
私
も
こ
の
「劣

僑
」
が
大
い
に
気
に
入
っ
た
の
で
あ
る

る
.企渠
の
中
で
映
画
を
つ
く
る
と
既
成

服
のよ
う
な
作
品
ぱ
か
り
に
な
っ
て
し

ま
う
.独
立
プ
ロ
で
つ
く
る
に
は
金
が

な
く
、や
っと
一作
つ
く
って
も
配
給

機
樹が
既
成
映
画
食
葉
に
独
占
さ
れ
て

い
る
の
で資
金
の
回
転
が
き
か
ず
、
一

般
へ
の
公
開も
小
さ
な
館
で
し
か
で
き

な
い
.
誰
もが
知
って
い
る
そ
う
い
う

日
本
映
闘
のあ
い路
を
、
ま
ず
う
ち
や

ぶ
っ
た
の
が
「裸
の島
」
の
世
界
各
国

へ
の
は電
は
な
)い輸
出
ぷ
り
で
あ
り

同
時
に
こ
の
数
年彼
が
着
丸と
き
ず
い

た
国
内
で
の
独
自
の配
給
ル
ー
ト
で
あ

った
.
映
魎
自
体よ
りも
そ
の
周
辺
の

畢
構
の
方
が
歴
史
的
であ
る
。
が
、し

か
し
、
映
画
の
内
容も
け
っし
て
日
本

膿
民
の
過
剰
労
働
に
よる
貧困
を
世
界

に
訴
え
だ
だ
け
で
は
な
か
った
.そ
の

よ
う
に
み
え
て
、
笑
は
貧
困さ
ど
ころ

で
は
な
く
、
健康
な
隔
の
生
活
、
子
侠

た
ち
に
は
自
由
に
泳
ぎ
ま
わ
る
海
が
あ

り
、
衣服
を
と
と
の
え
た
け
れ
は
っ
っ

た
魚
を
売
り
に
ゆけ
ぱ
よ
く
、
労
働
の

汗
を
な
がす
ドラ
ム艦
の
風
呂
が
あ
る

自
由
で健
康
な
生
活
、
一門
の
貨
幣
が

な
く
と
も
黙
女と
働
け
ば
平
和
に
ど
ん

な
と
こ
ろ
でも
生
き
て
ゆ
け
る
の
だ
と

い
う
礪
証を
提
示
し
、あ
わ
せ
て
「日
本

の
映
嘲
企策
の外
で生
き
る
」
自
由
と

自
悟
を
晴示
し
た
の
であ
る
。
子
供
が

死
ん
だ
の
も
け
っし
て貧
困
の
ゆ
え
で

な
か
っ
た
9
む
し
ろ新
藤
難
人
の
愛
児

喪
失
の
体
験
で
南
り
、そ
の
いみ
で
は

こ
の
映
画
は
彼
自
身
の体
験
を
こ
め
た

自
圃
像
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
「人
聞
」
は
「裸
の島
」に

お
い
て
日
本
の
映
画
企業
の外
で
豊
か

に
生
き
て
い
る
自
儒
を
確
認し
た
彼
が

今
度
は
全
世
界
に
む
か
っ
て語
りは
じ

め
た
の
で
あ
る
。

「裸
の
島
」
を
日
本
農
民
の努
力と

貧
困
だ
と
い
う
先
入
観
、
それ
は
従
采

の
独
立
プ
ロ
映
醐
に
よ
って
養
われ
釆

った
観
客
側
の
リ
ア
リ
ズ
ム
的
観
察
で

あ
った
が
、
そ
う
い
う
見
方
か
ら
す
れ

は
「人
間
」
も
難
波
船
の
な
か
で
人
間

が
人
間
を
食
う
物
謡
、
餓
死
に
ひ
ん
し

た
菖
人
も
猷
に
な
る
と
い
う
限
界
状
況

の
剥
と
し
て
見
ら
れ
る
の
も
当
然
で
あ

ろ
う
.
そ
う
い
う
状
況
に
お
か
れ
た
人

間
の
ギ
リ
ギ
リ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニズ
ム

「こ
う
い
う
時
に
こ
そ
、
ヒ
ュー
マ
ニ

ズ
ム
が
必
安
な
の
だ
一と
訴
える
ス
ト

イ
シ
ズ
ム
と
し
て
は
、
賀
合
の両
論
も

あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
スク

リ
ー
ン
の
表
面
し
か
な
ぞ
ら
ぬ
、
さき

の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
立
場
か
、
浅
薄
な
外

国
人
の
見
方
な
の
で
あ
る
鴇

世
界
各
地
刻
々
の
政
治
状
勢
が
ひ
と

り
の
人
間
の
運
命
を
左
ち
す
る
と
い
う

人
類
史
は
じ
ま
って
以
釆
の
状
況
の
な

か
で
、
映
画
も
、
芸
術
も
そ
の
表
面
、

そ
の
形
式
だ
け
の
完
結
性
で
わ
れ
わ
れ

は
満
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ス
ク

リ
ー
ン
を
超
え
て
作
家
の
思
想
に
ぜ
ま

る
見
力
を
し
な
く
ては
いけ
な
い
.
「

裸
の
島
」
が
新
藤
が
映
画
界
の
ア
ウ
ト

サイ
ダ
ー
に
追
いや
ら
れ
、そ
の
思
想

を
描
いた
よ
う
に
、
「人
間
」は
暴
風

雨に
晴
示さ
れ
た
原
水
爆
政
治
の
ま
っ

ただ
中
に
た
だ
よ
って
い
る
日
本
人
"

小
舟
海
神
丸
を摘
い
た
のだ
った
。

い
つ
の
日
に
か
再
び
日本
人
は
殿
山

や
佐
膝
が
水
面
遠
く
「島
か
」
「雲

人
の
作
家
の
思
想
と
個人
的
技術
で
こ

の
映
幽
は
っく
ら
れ
た
の
が
、
今
日ほ

ど
大
衆
が
悟
じ
ら
れ
ぬ
時
代
は
な
い

し
、
大
衆
が人
類
の
危
機
にお
い
て峰

起
し
、
革
命
を
お
こし
ても
成
功
が
の

ぞ
め
ず
、
依
然
と
し
て
世
界
人類
の
運

命
が
ひ
と
に
ざ
り
の
巨
頭
た
ち
の
手
に

握
ら
れ
て
い
る
時
代
は
な
い
。
個
人
は

あ
ら
ゆ
る
体
制
の
外
か
ら
、
政
治
に
発

葺
しな
く
て
は
な
ら
な
い
.
そ
の
い
み

で
は
企
菜
か
ら
解
放
さ
れ
た
映
画
が
、

澗
人
の
主
張
の
大
き
な
武
器
と
な
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
.
私
の
い
う
抵
抗
映

圃と
は
そ
れ
に
よ
って
大
衆
を
組
織
す

る
も
の
で
な
く
、
「人
間
」
の
よ
う
に

ケ
不デ
ィ
・フ
ル
シ
チ
ョフ
に
訴
え
る

映
画
な
の
で
あ
る
。

最
近
、
新
藤
兼
人
は
「人
間
が
生
き

よ
う
と
す
る
意
欲
の
根
源
は
セ
ック
ス

では
な
いか
.
い
ま
ま
で
ペ
ソド
シ
ー

ンを
気
は
ず
か
し
い
気
掬
で
演
出
し
て

い
た
の
はま
ち
が
いだ
った
。
」
と
次

作
の
構想
を
洩
ら
し
て
いた
が
、今
展

は
大
衆
啓
蒙
のた
め
の映
画で
あ
る
の

だ
ろ
う
。
大衆
は
も
っと
平
和
を
愛

し
、
幸
福
へ
の
直
線
コ
ー
スを
見
出ね
一

は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
私
の
い
う
平和
映

画
の
分
野
で
あ
る
.
現
代
に
生
き
る
も

のは
、
この
二筋
遭
の
手
網
を
ゆ
る
め

ては
な
ら
な
い.
わ
れ
わ
れ
の
平
和
と

幸
橿
は
政
治
が
保
証
し
な
け
れ
は
な
ら

な
いと
同
時
に
、
我
女が
感
覚
的
に
保

持
し
つ
づ
け
な
く
て
は
な
らな
い
●ず

で
に
老
き
ゅ
う
し
た
民
王
主義
体
制
に

こ
の
複
雑
な
慣
界
の
す
べ
て
を
委
嘱

し
、
期
待
す
る
わ
け
に
は
ゆ
かな
い
の

て
あ
る
。

(映
画
評
論
家)

凹
抵
抗
す
る
こ
と
と
平

和
を
保
持
す
る
こ
と
■

ハリ
ウ
ッド
の
良
心
派
㎞
督
ス
タ
ソ

リ
ー
・ク
レ
ー
マ
ー
は
や
は
り
原水
爆

に
よ
る
人類
破
滅
の
日を
「渚
に
て
」で

描
い
た
が
彼
は
こ
こ
で
従
容
と
し
て
最

後
ま
で
軍
人
精
神
に
生
き
規
徳
を
まも

っ
て
自
沈
し
て
ゆ
く将
校
を肯
だ的
に

描
く
よ
り
他
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
人

類
も
人
類
の
断
未
魔
に
お
い
て
、
あ
る

い
は
「盲
目
の
地
球
よ
!
」
と
冗
談
を

口
に
し
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ー
で
衝
突
し
て

自
殺
し
、
ま
た
は
子
供
に
毒
殺
を
も
っ

て
安
死
術
を
ね
が
った
。
多
少
の
い
ざ

こ
ざ
は
あ
って
も
、
彼
ら
は
日
米
戦
鯖

勃
発
時
、
あ
の
ジ
ン
ネ
マ
ン
が
「地
上

よ
り
永
遠
に
」
で
描
い
た
ほ
ど
の
激
動

も
な
く
、
皆
死
に
処
し
た
の
で
ある
。

こ
の映
幽を
み
て
、
こ
の
よ
う
な
伶
静

一さ
は
、彼
ら
が
最
初
に
忌
む
べ
き
原
爆

を
降下
さ
せ
た
か
ら
だ
、
と
日
本
人
は

思
わ
な
か
った
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、

新
藤は
彼
の
「渚
に
て
」
を
描
こ
う
と

し
た
にち
が
いな
い
。平
相
な
住
民
が

し
ば
し
ばま
き
ぞ
いを
く
って
死
な
ね

ば
な
ら
ぬ怒
りを
、そ
の
怒
り
を
直
接

そ
の
根元
てあ
る国
際
政
治
に
ぶ
っ
け

て
も
、
それ
が
と
おら
ぬ
も
ど
か
し
さ

を
描
き
た
か
っ
た
の
てあ
ろ
う
。

ナ
チ
の
残
酷映
画
を
み
な
れ
た
一批

評
家
は
「
殺
人
を殿
山船
畏が
許
し
た

の
は
ま
ち
が
い
だ
」
と
沓
いて
い
たが

そ
れ
が
誤
解
で
あ
る
のを
知
る
べき

だ
.
貴
任
はす
べ
て
原
水
爆
にあ
る
の

不
徹

底
な
"無
感
覚
4

¶

◇

サ
イ
◇

実
に
楽し
い場
面
が

あ
っ
た
が
、も
う
一
つ

ピ
ン
と来
な
い
。と
い

う
点
で
は
今迄
の上
演

と
同
じ
だ
が
、
今
度
の

場
台
、
創
造
座
お
と
く

あ
い
ま
い
さ
残
す
な

る
だ
ろ
う
。
ヨ
ネ
ス
コ
の
「犀
」
を
取
噌

り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
の
て

、
創
遣
座
も
や
っと
体
質
変
革
が
出
来
「

る
か
と
期
待
し
た
の
だ
が
、
幕
切
れ
近

く
か
ら
、
翌俺
は
最
後
ま
で
人
間
で
い

る
ん
だ
π
と
い
う
セ
リ
フ
を
深
刻
に
い

わ
せ
ち
ま
った
り
し
た
の
は
、
完
全
に

それ
を
裏
切
った
。
ヨ
ネ
ス
コな
ぞ
は

も
っと
徹
底
し
て
無
感
覚
に
、
少
し
の

曖
昧さ
も
残
さ
ず
に
、
と
に
か
く
行
動

だけ
で見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
いだ
ろ

う
。
でな
け
れ
ば
、
彼
の
追
求
し
て
い

る
"消
敏感
響を
.重
圧
感
`
へ導
入

す
る
こ
とに
よる
解
放
感
を
観
客
に
味

わ
せ
る
こ
と
は
出
釆な
い
だろ
う
し
、

言
葉
に
意
味
を
持
た
せる
限
り
ヨネ
ス

コ
を
上
演
す
る
の
は
意
義
がな
い
の
で

は
な
い
か
.

ベ
ラ
ン
ジ
ニ
か
ら
犀
を
見
る
の
でな

し
に
「暉
」
か
ら
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
を
見
た

方
が
ず
っと
面
白
く
な
っ
た
の
で
はな

い
だ
ろ
う
か
.
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、

演
出
者
の
意
図
し
た
「真
の
人
聞
行
為

と
は
」
何
か
、
と
り
つ
こ
と
も
は
っ
き

り
浮
び
上
った
だ
ろ
う
●

ヨ
不ス
コを
ア
ソ
チ
テ
ア
ト
ル
と
し

て
上
演
す
る
(当
然
の
こ
と
だ
が
)
気

が
あ
った
の
で
あ
れ
ば
、
「混
然
と
し

た
宇宙
に
は
混
然
と
し
た
も
の
雑
然
と

レ
たも
のし
か
生
み
得
な
い
」
な
ど
と

い
う
弱気
や
暖
昧
さ
は
、
演
出
者
に
於

て
は
、
云
い得
な
い
筈
で
あ
る
。

「犀
」を
「主観
の
中
で
客
観
主
義
た

ろ
う
と努
め
た
純
粋
に
イ
マ
ー
ジ
ュの

世界
へ
の埋
没」
を
目
指
し
た
作
品
と

と
ら
えた
と
す
れ
ば
、
そ
の
意
図
は
、

今
回
の上
演
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
実
現

さ
れ
て
いな
か
った
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
第
二幕
は
あ
る
程
度
快
調
(技

量不
足
では
あ
った
が
)
だ
った
。

今
度
の
上
演は
、
ヨネ
ス
コの
シ
ュ

ー
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
ック
な
イ
メ
ー
ジ

が
、
何
か
創
遺
座
の
体
質
で
あ
る
、
あ

の
熱
っぽ
い
し
か
し
混
と
ん
と
し
た
暖

昧
さ
に
よ
って
、
す
っき
り
し
な
い
も

の
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
患
う
.

「私
に
と
って
ち
ん
ぷ
で
あ
る
も
の
ほ

ど
私
を
驚
か
す
と
思
わ
れ
る
も
の
は
他

に
な
い
。超
現
笑
は
そ
こ
に
あ
る
●
」

(ヨ
ネ
ス
コ
)と
す
れ
ば
、
今
回
の
上
演

では
異常
が
異
常
と
し
て
扱
わ
れ
て
し

コ

'ノ

い
の
,ね
ち
ゃ
り
く
ち
ゃ
り
実
存
主義

ム
ー
ド
4
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
の

は
救
わ
れ
た
と
思
った
。
俺
た
ち
に
は

、結
局
そ
の
く
ら
い
し
か
出
釆
な
い
ん

だ
、
と
い
え
ば
そ
れ
迄
だ
が
、
も
し
も

、現
状
況
の
中
で
、
芸
術
と
い
う
も
の

は
そ
れ
を
打
破
し
て
ゆ
く
運
動
だ
、
と

いう
の
な
ら
は
、
も
っと
や
り
方
が
あ

「京
大
詩
集
・
}九
六
二
年
」
は

いろ
いろ
な
意
味
で
興
味
が
あ
っ
た

と
いう
よ
り
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
い

うた
方
が
い
い
.
つ
ま
り
私
は
、
ζ

の詩
集
を
一つ
の
着
い
世
代
の
感
覚

の縮
図
と
し
て
受
け
と
め
る
か
ら
で

あ
る
.
か
って
私
は
、
「荒
地
」
の
グ
ル

ー
プ
に戦
後
の刑
練
を
背
お
った
い

わ
ば
な
ま
な
ま
し
い肉
声
を
聞
い
た

これ
は
私よ
り
一つ前
の
世
代
の
感

受
だ
った
。
そ
の後
、谷
川
俊
太
郎

・大
岡儲
・飯
隔
耕
一・川
崎
洋
・

中
江
俊夫
等
の明
る
いメ
タ
フ
ィジ

ソ
ク
な
感
受
を
、
動
悸す
る
思
いで

読
ん
だ
こ
とを
忘
れ
な
い
。私
は
彼

ら
よ
り
ほ
ん
の少
し
削の
生
れ
だ
が

それ
ら
の
詩
は
む
し
ろ私
の
中
該

に
泌
み
た
。
あ
と
か
ら考
え
れ
は
、

ど
ん
な
感
受も
必
然
的に
み
え
る
.

歴
史
を
読
む
と
い
う
こと
は
、
逆
だ

っ
た
毛
を
撫
で
て
無
雑作
に
す
る
こ

だ
.
渦
中
に
い
る
時は
、む
し
る

●

放
任
さ
れ
た
意
識

あ
ろ
う
。
こ
の
東
大
詩
集
は
、
そ
う

い
う
意
昧
で
は
ま
さ
し
く
渦
中
に
い

る
。
渦
中
の
異
様
に
し
ず
か
な
一コ

の
卵
だ
.

こ
こ
に
は
ひ
と
こ
ろ
の
恥
部
露
出

の
イ
メ
ー
ジ
も
、
政
治
董命
の
イ
メ

ー
ジ
も
な
い
。
っ
ま
り
何
ら
か
の
意

味
で
破
壊
的
な
エ
ネ
ル
ギー
か
ら
は

遠
い
よ
う
で
あ
る
。
社
会
的
現
実
を

ど
こ
か
等
質
な
内
部
の
力
で
陵
駕
す

る
た
め
に
は
、
詩
は
欝
か
れ
て
い
な

い
と
い
っ
ても
い
い
。
君
い
原
初
的

な
出
発
を
む
し
ろ
拒
ん
で
い
る
。

二十
歳
台
の
こ
れ
ら
の
詩
人
た
ち

が
柔
軟
な
萌
芽
の
感
受
で
と
ら
え
い

大

の
世界
のむ
な
し
さ
に
、
の
れ
ん
を

押
す
よう
な
リア
ル
な
工
夫
よ
り

も
、
識意
の
自然
流
動
性
を
欝
く
こ

と
か
ら
、
形
成
の何
ら
か
の
契
機
を

つ
かも
う
とし
て
いる
よ
う
であ
る

そ
れ
は
社
会
的
現
実
と
内
部
世界

の
秘
密
を
と
り
ひ
きだ
。シ
ュー
ル

の
技
法
的
な
噂
入
が
一般
化
し
て
い

る
こ
の
詩
集
を
、
私
は
㎝種
冥
目す

る
思
い
で
続
ん
だ
が
、
こ
れ
ら
の自

動
紀
述
的
な
イメ
ー
ジ
の
流
れ
には

な
に
が
な
ノ
甘
い
苦
悶
が
充
ち
て

い
た
.
概
括
的
に
云
う
の
は
危
険だ

が
、
社
会
的
現
実
を
経
験
で
感
じ
と

る
よ
り
は
観
念
で
感
じ
と
る
知
的
な

野

し
は
ふ
り
か
え
る

ね
む
く
な
る
と

葡
萄
を
っ
み
か
さ
ね
る

ナ
イ
フ
を

沈
め
る

卵
を
沈
め
る

わ
た
し
を

沈
め
る

午
睡
の
た
め
の
わ
た
し
の

計
略

ま
た
円
聞
の
な
か
の
待
期
王

義
てあ
る

は
じ
め
に
牝
大
を
密
封

す
る

毒
の
ま
わ
り
を
し
ん
ぼ
う
つ

よ
く
歩
き
ま
わ
る
か
ら

濡
れ
た
体

でわ
た
Uの
記
憶
の
床
を
こ
す
る
か

ら
鞘
列
の
な
い
日
が
と
く
に
選
ば
れ

る

(略
)
卵
を

(秋
津

昇
)

雨
洩
り
の思
想
。
音
楽
が

任
意

の
部
屋
を監
禁
す
る
。は
る
か
に

僕
の
渇
き
を脱
い
で
.妹
よ
乳
母
摩

に
ま
た
が
れ
。
ぬ
れ
て
い
る属
。そ

の
残
骸
。
ほ
っ
そ
り
と
立
つ
馬
。雨

滴
は

一度
拡
大し
てか
ら

殺

す
。
突
然

深
く
な
る光
の
底
。ず

り
落
ち
て
死
体
は

砂
に
か
える
。

残
さ
れ
た
単
と
・言
葉
。
日
時計
の
反

射
が
与
え
ら
れ
る
。
眼
を
閉じ
る
と

鴫
動
す
る
生
臭
い
羅
地
。
草
の
高

さ
に

伸
び
て
く
る
理
由
。
(略
)

未
婚
(漕
水
哲
男)

尚
、
す
ぐ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
二

三
ふ
れ
る
と
岡
本
利
男
の
(葛
は

い
っ
と
び
た
っ
て
く
る
の
か)は
、即

座
な
現
実
を
捉
え
、
現
実

そ
の
も
の
に
屈
折
を
語
ら

新
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詩
を
読
む
と
い
う
乙
と
が
、
入
沢
康

の
い
うよ
う
に
、
ひ
と
っ
の
芸
術
行
為

であ
る
な
ら
ば
、
ぼ
く
ら
は
圧
倒
的
な

「芸
術
」の
な
か
に
引
き
入
れ
ら
れ
た

と
い
う
べき
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
。

集
ま
っ
た
原稿
は
、詩
が
六
四
編
、

詩
論
が
六編
てあ
った
け
れ
ど
も
、
こ

れ
ら
の
作
品
を
読
みな
が
ら
、
ぼ
く
ら

は
そ
の
類
型
化し
た
発
想
、硬
直
し
た

詩
作
方
法
に
ある
種
の重
昔し
さ
を
感

じ
ぜ
る
を
得
な
か
っ
た
。
戦
後
詩
の伝

統
と
い
う
も
の
は
確
か
に
行
在
し
、
そ

す
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
き

い
た
、
軽
快
な
手
法
を
み

せ
る
。
た
だ
し
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て

も
読
者
は
戯断
さ
れ
な
い
と
い
う
弱

さ
が
あ
ろ
う
●

響

山
村
悟
男
の
(O舅
〉国
周国
)は

集
中
具
象
的
な
比
面
の
確
か
さ
で
群

を
ぬ
い
て
い
た
。
が
、
限
定
さ
れ
て

い
く
比
瀞
の
背
後
で
痩
せ
る
も
の
に

曾

つ
い
て
は
、
こ
れ
は
.
ど
う
し
ょ
う

も
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
二
人
が
既
に
学
窓

を
は
な
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を

そ
の
手
法
上
の
違
い
か
ら
興
ふ
か
く

騨

感
じ
る
の
で
あ
る
(
「見
」
同
人
)

琶
誓
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れ
は
全
体性
への
園
復
と
い
う
こ
と
に

集
約
でき
る
で
あ
ろ
う
.
レ
か
し
、
こ

の
こ
とは
現
代
詩
の
現
代
詩
た
る
ゆ
え

ん
を
説
明し
、解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
動脈
硬
化
に
陥
った
。
「現
代

詩
」
と
いう
通
念
に
し
た
が
って
、極

め
て
コ
ノヴ
ェ
ンシ
ョナ
ル
な
行
為
と

し
て
詩
作
する
こと
では
、
決
し
て
な

い
と
思
う
のだ
。
感
情
の喪
弱し
た感

傷
の
詩
で
あ
っ
ては
な
ら
な
い
のだ
。

ぼ
く
は
応
募
作
品
が
不
翼
面
目だ
と
い

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
逆
に
真
面
目

な
、
あ
る
意
味
で
は
真
面
目
す
ぎ
る
「

現
代
詩
」
と
いう
枠
か
ら
は
み
でる
ζ

と
を
恐
れ
て
い
ると
し
か思
え
な
い詩

が
多
か
っ
た
と
いう
こと
だ
。ぼ
く
ら

は
こ
の
よ
う
な
制
限
から
は
自
由な
は

ず
だ
。
普
通
、
ぼ
く
ら
は
詩
に
対
し
て
多
く

を
の
ぞ
ん
て
い
な
い
。
詩
の
な
か
の
た

った
一行
が
強
烈
で
ある
と
き
、
ぼ
く

ら
は
そ
か
詩
に
感
動
す
る
。
作
者
の
モ

チ
ー
プ
が
明
確
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
が

霞
い沈
黙
の
層
を
つ
き
や
ぶ
っ
て
ほ
と

ば
し
り
出
た
と
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
そ

れ
な
の
だ
。
そ
れ
は
結
局
、
肉
声
の
詩

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、

あ
く
ま
で
も
、
自
己
の
ポ
エ
ジ
ー
を
信

じ
る
こ
と
が
、
骨
格
の
し
っ
か
り
し
た

肉声
に
対
し
て
恥
を
感
ず
る
と
い
う
癖

は現
代
詩
が
も
った
悲
し
む
べ
き
病
な

の
だ
る
つか
.

暫学
者
ほ
ど
に
、
詩
人
は
言
葉
を
信

用し
な
いと
い
った
の
は
大
岡
信
だ
が

表
現
す
るも
のと
表
現
形
式
の
分
離
と

い
う
こ
と
に
、
賭け
る
のが
詩
と
いう

も
の
だ
ろ
う
。
言葉
を
も
の
と
し
て実

体
化
し
、
作
者
にし
か
わか
ら
な
い私

的
な
叫
び
声
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
、読

者
は
そ
こ
か
ら
い
ら
だ
ち
をし
か感
取

で
き
な
い
.
「現
代
詩は
難解
だ
」
と

い
う
非
難
は
、
こ
う
い
う
注
釈
を
必
要

と
す
る
詩
に
対
し
て
こ
そ
投
げ
つ
けら

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
言
葉
は
も
の
で
は

な
く
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
媒
体

に
す
ぎ
な
い
の
だ
.
い
わ
ぱ
言
葉
を
あ

そ
ば
せ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
硬
直
し
た

詩
作
法
に
、
み
ず
み
ず
し
さ
を
復
活
し

な
け
れ
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

山

田

宏

(京
大
文
学
部
三
回
生
)
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ソ
連
学
術
図

書

展

開

く

図
苗
餌
で

17
日
から
図
書
館
で

は
、
同
館

お
よ
び
出
版
文化
国際
交
流
会
、
ソ
連

大
使
館
主催
で、
十
七
日
か
ら
二十
二

日
ま
で
同
館
講
演
室に
お
いて
「ソ
連

学
術
図喬
展
」を
開
く
。
これ
は
最
近

急
速
に
進
歩
し
て
き
たソ
運
の科
学
技

術
を
広
く
日
本
に
紹介
し
ょ
うと
す
る

も
の
で
今
国
各
地
を
巡
回
する
。第
一

第
二
回
は
十
二
月
血
、
六
日
に
名
古
屋

大
で
開
か
れ
、
京
大
は
三
回
目
に
あ
た

る
。
展
示
酋
は
專
門
占
、
雑
誌
約
千
二

百
点
で
即
亮
は
で
き
な
い
が
、
会
場
で

庄
文
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
図
脅
展
は
京
大
の
あ
と

大
阪
大
、
広
島
大
、
九
州
大
な
ど
、

全
国
主
嬰
大
学
を
ま
わ
って
、
来
年

四
、
五
月
ご
ろ
に
終
る
予
足
。

ま
った
こ
と
が
最
大
の
弱
点
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
五
日
京
都
会
館
第
ニ
ホ
ー
ル

吉

田

祥

一

(
京
大
文
学
部
二
回
生
)

強
い
"背
の
び
"の
感

◇
イ

ル
ク

ー

ツ

ク

物

語

◇

学
生
演劇
に
プ
ロ
の劇
団
と
比
載
し

て
技
術
的な
面を
と
や
か
く
注
文
ず
け

る
こ
と
はし
ょ
せ
ん
無
理な
こ
と
だ
、

と
い
う
話
はよ
く
聞か
れ
る
が
、
演
劇

活
動
を
追
求
す
る
以
上
、
ス
テー
ジ
で

の
償
技
を
温
じ
て
槻
る
者に
ア
ッピ
ー

ル
レ
な
け
れ
ぱ
な
らな
い
のだ
か
ら
、

そ
こ
に
は
常
に
き
び
し
くな
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
だ
ろ
う
σ

と
く
に
今
度
の
「イ
ル
ク
ーツ
ク
物

語
」
は
、
今
春
劇
団
民
芸
が
限都
で上

演
し
好
評
を
は
く
し
た
だ
けに
、な
に

か
と
比
軟
さ
れ
る
の
も
仕
力
のな
い
こ

と
だ
。
と
い
う
の
は
風
波
に
か
ぎ
ら
ず
学
生

演
劇
の
全
般
的
に
言
え
る
乙
と
だ
が
、

演
劇
の
基
本
的
な
技
術
に
劣
っ
て
い
る

こ
と
だ
。「問
題
意
識
」
の
遍
求
て
は
群

を
ぬ
い
て
い
な
が
ら
、か
んじ
ん
の
「表

現
」
の
場
で
は
完
全
に
失
敗
し
て
い
る

の
が
、
最
近
の
傾
向
て
あ
る
。
こ
こ
に

お
いて
は
"ア
マ
チ
ュア
だ
か
ら
κ
と

い
う
甘
い
妥
協
は
菌
せ
な
い
こ
と
だ
。

資
本
主
義
社
会
で
の
愛
檎
と
は
本
質1

的
に
相
異
な
る
"頁
実
の
愛
紺
夢人
間

性
尊
敵
召
は
、
共
産
主
義
社
会
に
お
い

て
は
じ
め
て
追
求
さ
れ
得
る
と
い
う
の

近
殖

維

誌

女 学 黒
12月」腎

巻
頭
言
「現
代
作
家

を
お
だ
て
る
」
河
盛

好
敵
は
、
今
年
度
ノ

ー
ベ
ル
文
学
賞
の
候

補
者
に
日
本
の
文
学

ユロ 　　　　　　　

◆ 住友信託銀行
聞
小
説
や
雑
誌
小
説
を
い
つま
で
も
爵

き
な
ぐ
る
こ
と
をや
めに
し
て
、
世
界

中
の
読
者
を
相
手
に
した
力
作
を
書
く

こ
と
に
し
て
み
た
ら
ど
んな
も
の
で
あ

ろ
う
」
。
同
じ
欄
で
河上
徹
入郎
も
流

行
作
家
に
な
る
第
一要
件は
体
が
大
丈

夫
だ
と
い
う
こ
と
であ
り
、
つま
り
彼

ら
は
歳
を
と
ら
な
い
の
であ
る
、そ
し

て
そ
の
た
め
に
、
作
品
が
つま
ら
な
く

な
る
、
と
琶
う
。
二
人
の
評論
家
が
、

同
じ
よ
う
に
文
壇
の
現
状
を嘆
いて
い

る
の
は
興
味
深
い
。
と
う
ぶ
んは
今
の

状
態
が
続
く
だ
ろ
う
が
.
これ
では
才

能
の
食
い
つ
ぶ
し
で
あ
り
、
日
本
文
学

の
た
め
に
も
大
き
な
損
失
とな
りだ
ろ

う
.創
作
で
は
、
石
原
、
字
能
、
山
村な

ど
の
顔
合
せ
で
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
粒
の

そ
ろ
った
ら
も
と
な
って
い
る
。
石
原

「閉
ざ
さ
れ
た
部
屋
」
(百
枚
)
は
、

売
春
婦
の
ヒ
モ
で
あ
る
主
人
公
が
、
つ

ぎ
つ
ぎ
に
女
を
ヘヤ
に
ひ
き
こ
ん
で
は

麻
薬
を
打
ち
、
薬
の
味
を
お
ぼ
え
さ
せ

て自
分
の
手
元
に
お
く
と
い
う
現
在
社

会
問
題
化
し
て
い
る
麻
桑
中
毒
者
の
姿

を
あ
は
さ
だ
し
た
も
の
で
、
彼
一流
の

タ
ッチ
で
速
い
テ
ノ
ポ
の
内
に
雌
ん
で

い
る
。
箏
能

「牙
あ
る
虹
」
(二
百

校
)
は
大
陸
横
断
建
設
に
使
役
さ
れ
る

清
人
達
の
茜
し
み
を
描
い
た
も
の
だ

が
「鯨
神
」
以
来
あ
ま
り
進
歩
が
見
ら

れ
ず
「カ
ベ
」
に
っ
き
あ
た
った
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
ほ
か
「
新
し
い
小
説
・新
し
い

批
評
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
高
見
順
と
大

江
健
三郎
が
対
談
し
て
い
る
。

選

が
、
「イ
ル
ク
ー
ツ
ク
物
語
」の
アー

マ
であ
る
が
、
テ
ー
マに
魅
せ
ら
れ
て

自ず
から
の力
重
を
考
え
な
か
った
と

こ
ろ
にそ
も
そ
も
の矢
敗
の
因
が
あ
ろ

う
。細
部
にわ
た
って
指
摘
す
べき
点
は

い
く
らも
あ
る
が
、
こ
こ
てか
ぞえ
あ

げ
て
も
キ
リ
がな
い
の
て略
す
が
、た

だ
一つ
庄
文
し
て
おき
た
い点
は
公消

だ
け
を
目
的
と
す
っへ
き
でな
い、
と

い
う
こ
と
て
あ
る
。
そ
れ
以
前
の問
題

と
し
て
考
え
な
け
れ
ばな
♂2な
い
のは

な
ぜ
演
劇
活
動
を
す
る
の
か
、
で
はな

か
ろ
う
か
.
瀕
の
び
を
し
て
足
元
を
す

く
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
。
そ
の
た

め
に
も
自
分
た
ち
の
力
"
を
十
分
発
撞

で
き
る
よ
う
な
脚
本
の
選
足
を
し
て
も

ら
い
た
い
・
(劇
団
風
汲
第
二
十
二
回

公
演
、
A
・ア
ル
ブ
ー
ゾ
フ
作
「イ
ル

ク
ー
ツ
ク物
藷
」
十
二
埼
三
日
以都
会

鋸第
ニホ
ール
で
上
演
。
(荻
)

いちばん

有利な貯蓄

 

者
が
選
は
れ
て
いた
こと
か
ら
次
の
よ

う
に
シ,口って
い
る
.
「つま
ら
な
い新

薯

釧鍬

一

＼
-

/

閲

東
京の
あ
る
私
立
ス
学
に
右
学
し

て
いる
者
で
す
が
、
釆
年
牟
業
と
共
に

京
大工
学
耶
大
学
院
(ド
ク
タ
ー
・
コ

ー
ス)
に
入
り
た
いと
思
いま
す
。
他

大
学か
ら
承大
大
学
院
に
涯
学
す
る
場

合
、
不
利な
点
があ
る
の
てし
よ
う
か

(菓京
・
杉
本)
唱

答

大
学
阯
進
学は
本
学
か
ら
の
学生

も
他
大
学
か
ら
の
掌
生も
、
所
定
の単

位
を
修
得
し
さ
えす
れ
ば
何
ら
〆別
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
今
秋
、
了
学
部
自
治

会
て
大
学
院
は
有
資
格
省
全
員
に
入
学

を
許
す
へ
き
だ
、
と
し
て
運
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
大
学
側
は
現
在
の
人
試
制

度
を
続
け
る
と
解
答
し
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
釆
年
度
の
嚇
台
も
鍵
麗
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
京
都
酌
ん
京

区
吉
田
・京
大
構
内
・京
大
学
生
漂
第

二
教
務
課
へ
問
い
台
せ
て
下
さ
い
。

連学術図書展
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